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 遅延相関分析で求めた相関係数と，時系列モデル
から求めることができる自己相関係数を用いて比較

 比較の結果を考察

評価方法

目的
 遅延相関分析を他手法と比較して，時系列解析
においての有用性を測る

アプローチ
 遅延相関分析で，変数間の最大相関を求める
 時系列モデルで，自己相関係数を求める

変数A

変数B

相関係数：0.22 相関係数：0.38

目的とアプローチ

最大相関係数：0.38

 OSSはコミュニティと共に成長するもの[1]

アーティファクト

開発者

コミュニティ

 進化過程を定量的に → 遅延相関分析

背景

 同じ時点での相関を求める相関分析を時間的

遅延による関係を抽出できるように改善された手法[2]

 通常の相関分析では抽出できない関係が多数

抽出できた[3]

遅延相関分析とは

 過去のデータから現在のデータを予測する，
時系列データ解析のひとつ
 代表的な時系列モデルにARモデルがある
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時系列モデルとは

 遅延相関分析と他手法の比較をしていない
→ 時系列解析において有用性が不明

遅延相関分析の問題点

 遅延相関分析と時系列モデルの比較と評価をする

 遅延相関分析の改良を試みる

今後の課題
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